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特定健診・がん検診特定健診・がん検診
忘れていないですか？

日本人の２人に１人は、がんや心臓病、脳卒中などの生活習慣病が原因で亡くなっています。これらの生活習慣
病は、定期的に検査をしていれば早期発見により治療できる可能性が高いですが、さまざまな理由から健診を受
けていない人がいます。年に 1回健診を受けることは、から
だの異常の早期発見のためにとても大切です。

対象者 対象生年月日
65 歳 昭和３２年 4 月２日生まれ～昭和３３年 4 月１日生まれ

70 歳 昭和２７年 4 月２日生まれ～昭和２８年 4 月１日生まれ

75 歳 昭和２２年 4 月２日生まれ～昭和２３年 4 月１日生まれ

80 歳 昭和１７年 4 月２日生まれ～昭和１８年 4 月１日生まれ

85 歳 昭和１２年 4 月２日生まれ～昭和１３年 4 月１日生まれ

90 歳 昭和　７年 4 月２日生まれ～昭和　８年 4 月１日生まれ

95 歳 昭和　２年 4 月２日生まれ～昭和　３年 4 月１日生まれ

100 歳 大正１１年 4 月２日生まれ～大正１２年 4 月１日生まれ

日常でかかる肺炎の原因菌で最も多いのは「肺炎球菌」です。肺炎は高齢になると急激に症状が進むことがあ
ります。元気なうちにできる予防法として予防接種を受けましょう。

①令和4年度内に以下の年齢になる人。対象者は、誕生日前でも接種可能です。

※対象者には、令和 4年 4月に受診券・案内文を送付済です。

② 60歳以上 65歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する人

▼今までに1度も接種したことがない人が
対象です。対象となる年度においてのみ、定
期接種として公費助成が受けられます。
▼接種を希望する人は、かかりつけ医にご相
談ください。
▼受診券を紛失した人は再発行しますので、
ご連絡ください。
※新型コロナワクチンの接種とは２週間以上
の間隔をあけてください。

　　がんをはじめ、生活習慣病の多くは初期には自覚症状がありません。
血圧や血糖値などが高くても、特に痛みや異常を感じないことがほとんど
です。自覚症状が現れたときには、かなり深刻な事態にまで進行している
ため、健康に自信がある人でも、きちんと健診を受けることが大切です。

　　特定健診やがん検診は、通院中の人も対象になります。病院に
通っているからといって、決して油断してはいけません。かかりつ
け医に相談し、必要な検査は確実に受けるようにしましょう。

　　「自覚症状が現れたので病院に行ってみたら、すでに重症化していた」
というケースは珍しくありません。脳卒中や心筋梗塞など、何の前触れ
もなく突然発症してしまうケースもあります。

こんな人は要注意！

高齢者の肺炎球菌ワクチンの費用助成を行っています

令和4年度高齢者肺炎球菌ワクチン接種対象者

接種対象期間：
令和5年3月31日（金）まで
接種費用：自己負担額2,000円
問合せ先：町健康福祉センター
（電話72-1852）

の予約

元気だけん、
自分には必要
ないわぁ

通院中だけん、
受けんくても
いい

具合が悪くなったら
病院に行くけん、
大丈夫

【問合せ先】町健康福祉センター（電話 72-1852）

♦電話予約（町健康福祉センター）
　電話番号：0859-72-1852
　（平日　午前8時30分～午後5時15分）

【予約方法】
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第66回 健診で分かる肝臓がんのなりやすさ
―FIB-4を用いた肝臓がん高危険者の拾い上げ事業―

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ロ
ナ
治
療
法

日
常
の
感
染
予
防
も
し
っ
か
り
と

　

肝
臓
が
ん
は
、
日
本
人
の
が

ん
死
亡
原
因
の
第
5
位
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
町
報
で
も
何
度
か

肝
臓
病
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
昨
年

か
ら
日
野
郡
・
西
伯
郡
で
行
っ

て
い
る
、
肝
臓
が
ん
に
な
り
や

す
い
患
者
さ
ん
の
拾
い
上
げ
と

定
期
検
査
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

肝
臓
が
ん
の
原
因
は
、
30
年

前
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
Ｂ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
90
％
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
の
進
歩
に
よ
り
Ｃ

型
肝
炎
は
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

Ｂ
型
肝
炎
で
は
ウ
イ
ル
ス
の
活

動
を
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ウ
イ
ル
ス
性
肝
臓
が
ん
は
年
々

減
少
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
ウ
イ

ル
ス
以
外
の
肝
臓
が
ん
が
増
え

て
い
ま
す
。
最
近
3
年
間
の
鳥

取
県
の
肝
臓
が
ん
の
60
％
は
、

ウ
イ
ル
ス
以
外
が
原
因
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
以
外

に
よ
る
肝
臓
が
ん
の
原
因
は
何

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、脂
肪
肝
と
ア
ル
コ
ー

ル
が
半
分
半
分
で
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
は
ウ
イ
ル

ス
性
肝
臓
病
の
患
者
さ
ん
と
は

異
な
り
、
日
ご
ろ
肝
臓
病
と
し

て
病
院
に
通
院
し
て
い
な
い
た

め
、
肝
臓
が
ん
が
発
見
さ
れ
た

と
き
に
は
手
遅
れ
の
こ
と
が
多

く
、
治
療
が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、
鳥
取
県
肝
臓
が
ん

対
策
専
門
委
員
会
で
は
、
非
ウ

イ
ル
ス
性
の
肝
臓
が
ん
の
高
危

険
者
を
見
つ
け
る
方
法
と
し

て
、
Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
４
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
健
診
で
測
定

さ
れ
る
肝
臓
検
査
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
と

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
、
医
療
機
関
で
測
定

す
る
血
小
板
か
ら
計
算
で
き
ま

す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
４
が
２
．
６
７
以

上
の
人
は
、
２
．
６
７
以
下
の

人
よ
り
6
倍
か
ら
11
倍
、
肝
臓

が
ん
が
発
症
し
や
す
い
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
役
場
か
ら

健
診(

特
定
健
康
診
査
、
後
期

高
齢
者
健
診)

で
生
活
習
慣
病

の
あ
る
患
者
さ
ん
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｂ

‐
４
を
測
定
す
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
通
知
が
来
ま
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
通
知

を
お
渡
し
し
、
ぜ
ひ
受
け
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
４

の
結
果
を
役
場
か
ら
報
告
し
ま

す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
４
が
２
．
６
７
以

上
で
あ
っ
た
高
危
険
患
者
さ
ん

は
、医
療
機
関
で
精
密
検
査
（
超

音
波
検
査
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）、

ま
た
、
年
2
回
の
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
危
険
の
人
で
は
、年
に
1
％
、

つ
ま
り
10
年
で
10
％
、
20
年
で

20
％
の
患
者
さ
ん
に
肝
臓
が
ん

が
発
症
し
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
４
値

が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
発
が
ん

の
頻
度
は
増
加
し
ま
す
。

　

毎
年
の
定
期
検
査
は
特
に
重

要
で
す
。
定
期
検
査
は
血
液
検

査
と
超
音
波
検
査
だ
け
で
す
の

で
、
決
し
て
苦
し
い
検
査
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
か
り

つ
け
医
に
診
て
も
ら
っ
て
い
て

も
、
腹
部
超
音
波
検
査
を
し
て

い
な
け
れ
ば
肝
臓
が
ん
は
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
定
期
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

肝
臓
が
ん
は
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
10
年
、
20

年
と
長
生
き
が
で
き
る
時
代
に

な
り
ま
し
た
。
簡
単
な
検
査
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐

４
の
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日野病院の孝田雅彦病院長が、さまざまな病気や健康について、その予防法や
健康に過ごすための豆知識などお役立ち情報をお届けします。

日野病院日野病院

病院長コラム病院長コラム

日野病院  病院長　孝田　雅彦　

ウ
イ
ル
ス
だ
け
じ
ゃ
な
い
？

肝
臓
が
ん
の
原
因
の
変
化

徘
徊
を
予
防
す
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
は

高
危
険
者
を
発
見
す
る

Ｆ
Ｉ
Ｂ
‐
4
イ
ン
デ
ッ
ク
ス


